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あ

ん

な

い

第４回労働相談懇談会
８月25日（火）18：30　国労大阪会館３階大会議室
▶�コロナ関連学習会「会社倒産と労働者の権利保護」

講師：愛須勝也弁護士

全大阪労働組合総連合第55回定期大会
９月５日（土）13：30開会　クレオ大阪中央・ホール

【とき方】二重カッコをアルファベット順
に並びかえてください。あらわれた言葉・
成句・詩歌が答えです。
一部の文字は濁点に読み替えてください。

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

☎ 06-6357-6462　　⒝ 06-6357-1065大阪労連共済事務局 大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。
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「
海
底
47
ｍ
」
の
二
匹
目

の
ド
ジ
ョ
ウ
を
狙
っ
た
作

品
と
の
評
価
で
す
。
そ
の

た
め
、
突
っ
込
み
ど
こ
ろ

満
載
で
す
。
し
か
し
、
侮

る
な
か
れ
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

シ
ー
ン
か
ら
は
ハ
ラ
ハ
ラ

ド
キ
ド
キ
の
連
続
で
ス
ク

リ
ー
ン
か
ら
目
を
離
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

間
違
い
な
い
で
す
。

　

親
同
士
の
再
婚
で
姉
妹

に
な
っ
た
高
校
生
の
ミ
ア

と
サ
ー
シ
ャ
。
ま
だ
ど
こ

　

２
０
１
７
年
に

海
に
沈
ん
だ
檻
の

中
で
人
喰
い
サ
メ

の
恐
怖
と
対
峙
す

る
姉
妹
の
姿
を
描

か
れ
た
作
品
と
し

て
話
題
に
な
っ
た

か
ぎ
こ
ち
な
い
娘
た
ち
の

距
離
を
縮
め
よ
う
と
両
親

の
提
案
で
、
週
末
に
船
中

か
ら
サ
メ
を
見
る
ツ
ア
ー

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
突
然
現
れ

た
２
人
の
友
人
の
提
案

で
、
マ
ヤ
文
明
の
遺
跡
が

眠
る
海
底
洞
窟
を
目
指
す

ケ
ー
ブ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

神
秘
的
な
海
底
遺
跡
に
目

を
奪
わ
れ
る
４
人
で
し
た

が
、
複
雑
に
入
り
組
ん
だ

遺
跡
を
前
に
迷
子
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
は
盲
目
の
巨

大
人
喰
い
サ
メ
が
待
ち
構

え
て
い
ま
し
た
。

　

海
底
洞
窟
か
ら
脱
出
し

た
と
安
心
し
た
途
端
、
そ

「加入していてよかった」
組合員から声が寄せられています。

ヒ
ン
ト　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
こ
れ
は
絶

対
必
要
。

出
題
＝Mr.BON

�
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
～
な
野
菜

�
ソ
ッ
ク
ス

�
数
量
を
は
か
る
装
置
。
体

温
～

�
も
の
お
ぼ
え
。
～
に
新
し

い
�
こ
し
～
、
つ
ぶ
～
、
～
パ

ン
�
～
勘
の
あ
る
犯
人

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
海
の
な
か

❺
こ
れ
で
～
借
り
な
し

❼
自
学
～

❽
天
の
与
え
る
も
の
。
天
の

与
え

❾
い
た
い
こ
と
。
苦
～
、
頭

～
�
思
い
切
っ
て
金
銭
を
出
す

こ
と

�
威
厳
の
あ
る
様
子
。
～

堂
々

�
ホ
タ
ル
～
、
紋
甲
～

�
三
重
県
の
県
庁
所
在
都
市

�
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
気

質

タ
テ
の
カ
ギ

❶
地
震
・
雷
・
～
・
親
父

❷
異
な
る
性
質
。
～
の
文
化

❸
～
一
秒
ケ
ガ
一
生

❹
朝
な
～
な
に
感
謝
の
祈
り

❺
０
対
８
で
～
し
た

❻
物
に
ふ
れ
た
時
に
起
こ
る

感
覚

❽
十
。
～
キ
ー
、
ベ
ス
ト
～

�
封
じ
込
め
て
と
ざ
す
こ
と

�
日
→
日
給
、
月
は
？

�
不
運
の
き
ざ
し
。
～
な
予

感

�
金
欠
病
の
略

�
♪
出
た
出
た
～
が

�
水
性
で
な
く
～
の
ペ
ン

�
歩
く
足
の
音
。
春
の
～

�
～
を
天
に
任
せ
る

�
干
拓
工
事
を
し
て
造
成
し

た
土
地

　

５
月
号
の
答
え
は
、「
キ

ユ
ウ
ギ
ヨ
ウ
ニ
ハ
ホ
シ
ヨ
ウ

オ
（
ヲ
）
休
業
に
は
補
償

を
」
で
し
た
。
応
募
数
は
ハ

ガ
キ
28
通
、
メ
ー
ル
１
０
４

通
、
合
計
１
３
２
通
で
し

た
。
次
の
10
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

田
中
正
子
（
泉
大
津
市
職

労
）、
井
高
か
な
め
（
堺
市

職
労
）、
岡
本
泰
彦
（
大
東

市
教
組
）、
藤
川
幸
穂
（
岸

和
田
市
教
組
）、
山
本
進
一

郎
（
医
療
労
組
お
お
さ

か
）、
木
村
貴
昭
（
関
西
共

同
印
刷
労
働
組
合
）、
中
野

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労会館1Ｆ　大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉９月25日（金）
　　　　〔発表は10月号〕
〈賞品〉�正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります
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７
月
28
日
、ヤ
マ
場
を
迎
え
る
最
低
賃
金
審
議

会
総
会
に
向
け
て
、大
阪
労
働
局
前
に
て
早
朝
宣

伝
＆
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

早
朝
宣
伝
で
は
、
中
央
最
低
賃
金
の
目
安
額
が

示
さ
れ
な
か
っ
た
怒
り
と
、
大
阪
に
お
け
る
最
低

賃
金
の
引
上
げ
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル
行
動
で
は
、
各
組

織
か
ら
集
ま
っ
た
「
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
掲

げ
て
ア
ピ
ー
ル
。
主
催
者
挨
拶
で
菅
議
長
は
、

「
政
府
は
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
よ
り
も
、

中
小
企
業
支
援
や
最
賃
を
引
き
上
げ
て
コ
ロ
ナ
克

服
の
た
め
の
対
策
を
行
え
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

大
阪
労
連
青
年
部
の
西
尾
事
務
局
長
（
大
私

教
）
が
、「
最
賃
体
験
を
も
と
に
最
賃
引
上
げ
の

必
要
性
を
訴
え
て
き
ま
す
」
と
決
意
表
明
を
行

い
、
総
会
へ
の
意
見
陳
述
に
臨
み
ま
し
た
。

　

11
時
頃
総
会
が
終
了
し
、
総
会
に
参
加
し
た
大

私
教
の
岩
井
書
記
長
よ
り
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

し
め
く
く
り
に
、
菅
議
長
の
発
声
で
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
を
行
い
行
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
央
で
の
目
安
が
示
さ
れ

な
い
異
例
の
地
方
審
議
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
暮
ら
し
を
守
る
為
に
も
、

中
小
企
業
の
多
い
大
阪
か
ら
、
最
低
賃
金
の
引
上

げ
が
必
要
で
す
。
大
幅
な
引
上
げ
実
現
を
目
指
し

て
、
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
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▲例年の「座り込み行動」から、新型コロナ感染拡大に配慮し、「スタンディングアピール」へ
▶決意表明する大阪労連青年部の西尾事務局長

最低賃金審議会
総会に向けて大幅引上げを求める

「スタンディングアピール」！

最
後
ま
で
目
が
離
せ
な
い
魔
の
ダ
イ
ビ
ン
グ

海
底
47
ｍ 

古
代
マ
ヤ
の
死
の
迷
宮 

こ
に
も
サ
メ
が
現
れ
、

仲
間
を
押
し
の
け
助
か

ろ
う
と
し
た
女
の
子
が

最
初
の
犠
牲
者
と
な
り

ま
す
。
そ
の
女
の
子
が

シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
ス
タ

ロ
ー
ン
の
娘
と
い
う
こ

と
に
後
で
気
づ
き
、
び

っ
く
り
。
私
に
か
ま
わ

ず
先
に
逃
げ
ろ
と
言
っ

て
、
サ
メ
退
治
に
行
っ

て
ほ
し
か
っ
た
。

　

７
月
23
日
か
ら
全
国

の
劇
場
で
公
開
中
。

　給付金って、こんなに有難いものなのね！とはじ
めて給付金をいただいて、感動しました。
　多くの方にとって、結婚と出産はおおよそ予定の
うちかもしれませんが、ちょっと迂闊にも私の場合
は突然のことでした。
　私のような、その日暮らしのものにとって、突然
の出来事に見舞われた途端、生活は一変します。毎

月カツカツなのに、あんまりカツカツカツカツ迫っ
て来られると悲鳴をあげそう。そんなとき、給付金
がヒラヒラと羽のように降ってきて、気持ちも少し
軽くなりました。なにか美味しいものでもつくろう
かしら、なんてウキウキしてきます。こうやって、
みなさんに助けてもらって、大変な時期をやり過ご
せることが有難く、お礼を申し上げます。
西淀川地域労組スマイイルにしよど　遠地　杏子さん

【慶弔共済】結婚・出産祝金

真
一
（
お
お
さ

か
パ
ル
コ
ー
プ

労
組
）、
土
井

智
子
（
福
保
労

社
協
分
会
）、

前
迫
奈
津
子

（
福
保
労
財
団

分
会
）、
井
村

岳
史
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
野
村
製
作

所
支
部
）


